
PMに求められる 
コンピテンシーと、 
PM育成への取り組み

プロジェクト・ マネジャー（以
下、PM）の重要性が唱えられてか
ら、既に多くの時間が経過していま
す。クラウドをはじめとする新しい
技術分野の進展、アジャイル開発に
適した開発メソドロジーへの挑戦、
グローバル・プロジェクトの実施な
ど、プロジェクトの多様化・複雑化
はますます拡大しています。

PMの育成に向けて、多くの企業
や組織においてさまざまな取り組み
が実施されていると思いますが、「現
実はなかなか難しい」「一筋縄では
いかない」とお悩みではないでしょ
うか。

独立行政法人 情報処理推進機構
（IPA）発行の「PM育成ハンドブッ
ク」には、PMに求められる知識、
経験、スキル、コンピテンシーが定
義されています。学習により比較的

短期で修得可能な「知識」「スキル」
の部分はさておき、「経験」「コン
ピテンシー」の育成をどうするかが、
PM育成プログラムの成否を左右し
ます。

本稿では、私が所属する組織で取
り組んでいる「PM道場」をご紹介し
ながら、実践的PMの育成について
私見を述べさせていただきます。

育成の核は実践（OJT）であり、
メンタリングとコーチングで
補完する

知識、スキル、経験を元に、コン
ピテンシーを高めていく効果的な方
法は、やはり経験学習（OJT）です。
実践を通してでしか本当の意味での
コンピテンシー向上は実現できま
せん。より効果的に育成するために
は、メンタリングやコーチングを組
み込みながら気付きを与え、自ら考
え実践するサイクルを効果的に回す
ことが重要です（図1）。

実案件に基づいて
マン・ツー・マンでコーチングする

「PM道場」とは？
私の所属する組織では、特に若手・

中堅PMを対象に“気付き”にフォー
カスした「PM道場」と称する、師範
と受講生との一対一でのコーチング・
プログラムを実施しています（図2）。

PM道場を運営する上で特に配慮
したことは、以下の4点です。
①できていること、できていないこ

とをストレートに伝える
②レクチャーではなく、受講生が主

体的にセッションを進める
③“なぜ？”を問いかけ、自ら考え

気付いてもらう
④部門長を交えた報告会を実施し、

今後の取り組みを宣言してもらう
私の所属する組織は、主にシステ

ム基盤の構築・保守プロジェクトを
担当しています。中小規模のプロ
ジェクトが多く、PMスキルやコン
ピテンシーという観点で第三者から
のフィードバックを受ける機会が少
ないため、「できている」と思い込ん
でしまうことも多々ありました。自
分の実力を正しく理解し、極端な表
現をすると“自分を壊す”ことが成長
の第一歩となります。そうすること
で、不思議と第三者のアドバイスに
素直に耳を傾けられるようになりま
す。また、④を意識的に実施して組
織的なサポートがあることを示すこ
とで、受講者のモラル向上を図るこ
とも忘れてはなりません。

＊　＊　＊

“実践的”プロジェクト・マネジャーの育成

「PM道場」

実践 外的刺激

気付き概念形成

全力を尽さなくてはいけない
環境下での実践
　●未経験分野での挑戦
　●支援のない状況下での遂行
　●立て直しプロジェクト

抽象的な概念の形成・
 一般化
　●セオリー、理論の形成
　●概念、理論との紐付け

気付きを誘発するための刺激
　●失敗
　●フィードバック
　●他の人とのかかわり

気付き
　●自己参照
　●内省

図１．コンピテンシー開発プロセス

出典：IPA　PM育成ハンドブック（2009年度版）
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ここで、コーチングのときの受講生
への“メッセージ”を一部ご紹介します。

“実践的”
プロジェクト・マネジャーの
育成に向けて

PM道場を通じてメッセージして
いることは、かなり抽象的で“気持ち”
を伝えているものです。一般に優秀
といわれるPMたちは、“熱い”気持

ちの強い方々だと思います。プロジェ
クトマネジメントの基礎知識やメソ
ドロジーの理解は当然できています
が、評価されるポイントはそこでは
ありません。これをPM本人が理解・
自覚した上で、自らが成長するため
の努力を経験学習（OJT）で実施する
こと。地道ですがこの努力の繰り返
しが“実践的PM”育成の道だと考え
ています。

コーチングの過程や内容の見える
化が難しく、師範となるコーチの力
量次第という課題もありますが、実
践的PMとして成長するための“気付
き”を与えるべく、今後も地道に継
続的に活動していきたいと思います。

コース概要
大規模案件を担当することができるPM候補者の育成を目的とし、担当
している実プロジェクトを題材に、経験豊富なシニアPMのマン・ツー・
マン・コーチングにより、プロジェクトの進め方や考え方を学ぶ。

コース目的・習得するスキル・期待効果
●受身的なPMスタイルから、全体観を把握し先々のリスクをあらかじめ
考慮し、自らプロアクティブに考えて行動がとれるPMマインドの醸成

●個人の経験に根付いた我流のプロジェクト管理手法を改め、PMIな
どのメソドロジーを使用した標準的な管理手法の習得
●現時点の実プロジェクト案件を題材にするので、実際のプロジェクト
の質の向上などの相乗効果も期待できる

実施方法
●シニアPM個別指導・コーチング
●マイ・プロジェクトマネジメント報告会（卒業時）

講師
●シニアPM

■活動フロー（約4カ月／サイクル）
自己点検・診断
（強み・弱み）

第三者評価
（上司、メンター、師範）

コーチング
（4回程度実施）

再評価・振り返り

報告会・決意表明

フ
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まずは己を知る

実例を基にした
気付き・内省の誘発

腹に落とす
対応策の立案

逃げ場をなくす
組織的なサポート

実案件に
基づいた

マン・ツー・マンの
コーチング

図2．PM道場の概要
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「想いの詰まった戦略を
立ててください！」

“戦略＝プロジェクト計画”と
いう意味ですが、例えば、「マス
ター・スケジュール」はPMとし
てのさまざまな想いの集大成だ
と思うのです。局面定義にしろ、
マイルストーン一つにしろ、“こ
うすればサービスインできる”と
熟考した結果が表現されたもの
ですよね。にもかかわらず、機
械的に作成された単に集計され
たものとなっているものもあっ
たりします。そんな「戦略」のな
いプロジェクト計画を作成する
のは、真の意味でPMとは言え
ないですよね。

「魂を入れてください！」
PMとして成長していく過程
の中で、まず形から入ることも
あります。学習したPMメソドロ
ジーを駆使し、標準的な管理プ
ロセスをすべて適用してみると
いったことです。こうあるべき、

もしくは「ｘｘ管理の実践には
このプロセスに従う」といった、
型にはまった考え方だけで作り
上げたプロジェクト管理プロセス
は、得てして“PM自身の考えや
想い”が希薄で、プロジェクト・
メンバーにとってはあまり意味
がない、効果的でないケースも
あります。一言でいえば、実践
的・実用的ではないということ
です。“魂を入れる”という表現は
抽象的ではありますが、プロジェ
クトの成功に向け“これならでき
る”と自分が納得できるまで熟考
すること、形式に囚われず“実”
のある効果的な管理プロセスの
構築に取り組むことが、“魂の入っ
た実践的なプロジェクトマネジ
メント”の実現につながるのだと
信じています。
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